
45 

 

 

  

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者の QOL向上に資する研究   

分担研究報告書 

 

（課題名）神経免疫疾患領域における難病の医療水準と患者の QOL向上に資する研究 
 

             研究分担者 中島 一郎    東北医科薬科大学医学部脳神経内科学教授 

  

 

研究要旨 

 

多発性硬化症、視神経脊髄炎、アトピー性脊髄炎の新たな診断基準の作成のために、臨床データの集積

を行った。 

 

 

A. 研究目的 

  

多発性硬化症、視神経脊髄炎、アトピー性脊髄

炎や MOG（ミエリンオリゴデンドロサイト糖蛋

白）抗体関連疾患などの中枢神経炎症性脱髄疾

患は病態の解析やバイオマーカーの発見等によ

り都度診断基準を更新する必要がある。バイオ

マーカーとして、今年度は主に核磁気共鳴画像

（MRI）の解析を行った。 

 

B. 研究方法 

  

高感度かつ高特異度に血清自己抗体を測定でき

るcell-based assay法を用いてアクアポリン４抗

体やMOG抗体をスクリーニングし、陽性症例を

蓄積して臨床的な解析を行った。MRIを用いて脳

容積の解析を行い、多発性硬化症における脳萎

縮と高次脳機能障害の関連について解析し、疾

患予後と結び付けた重症度分類を試みた。 

 

（倫理面への配慮） 

自己抗体の測定のために、採血が必要となるが、

診療上必要な採血時に採取するようにした。

MRIは通常診療（保険診療）で実施されたもの

を解析した。いずれも倫理委員会に諮り承認を

得た。 

 

C. 研究結果 

  

MRIを用いた解析により、多発性硬化症の脳萎縮

の進行に、病初期における脳梁および視床の容

積の変化が強く関与していることを見出した。

脈絡叢の拡大が病変の容積や白質の萎縮の程度

と関連することを見出した。基底核の萎縮と高

次脳機能障害に関連があることを見出した。視

神経脊髄炎において、シェーグレン症候群との

関連や末梢血白血球の分画との関連を報告した。 

 

D. 考察 

 

多発性硬化症の予後予測因子にMRIにおける脳

萎縮が重要であることが確認された。多発性硬

化症の脳萎縮の分布は特徴的であり、高次脳機

能障害との関連も明らかである。高次脳機能障

害は患者QOLを妨げる大きな要因となっており、

早期にリスクを把握することで長期予後の改善

に繋がると考えられる。 

 

E. 結論 

  

多発性硬化症の予後予測に脳MRIの局所容積の

計測が有用である。 
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2. 学会発表  

1）藤盛寿一，中島一郎．多発性硬化症における

高度および軽度脳萎縮率群の比較検討．第64回

日本神経学会学術大会．2023年5月31日～6月3

日．千葉市 
 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 
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